
 
 

 

排出削減実績報告書 
排出削減事業の名称： 

製紙工場におけるボイラーの更新 

（A 重油→LPG） 
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1 排出削減事業者の情報 
排出削減事業者 
会社名 白川製紙株式会社 

排出削減事業を実施する事業所  
事業所名 本社 

住所 〒799-0411 愛媛県四国中央市下柏町 581 

排出削減事業共同実施者（国内クレジット保有予定者） 
排出削減事業共同実施者名 一般社団法人 低炭素投資促進機構 

その他関連事業者 
関連事業者名  
 

2 排出削減活動の概要 
2.1 排出削減事業の名称 

  製紙工場におけるボイラーの更新（A 重油→LPG） 
 

2.2 排出削減事業の目的 

  工場で使用しているボイラーを高効率の機種へ更新することにより、二酸化炭素排出量を削減する。 
 

2.3 温室効果ガス排出量の削減方法 

これまで使用していたＡ重油ボイラーを高効率の LPG ボイラーに更新することにより、エネルギー

の使用の合理化を進め、二酸化炭素排出量の削減を図る。 
 

2.4 国内クレジット認証要件の確認 

排出削減量は承認排出削減計画に従って当該計画を実施した結果生じたものか ■はい 
□いいえ 

排出削減量は承認排出削減方法論及び承認排出削減事業計画に従って算定され

ているか 
■はい 
□いいえ 

 
2.5 承認排出削減事業計画からの変更項目 

 なし 
 
3 排出削減活動期間 

3.1 プロジェクト開始日 

2013 年 3 月 25 日 
 

3.2 モニタリング対象期間 

（本報告における実績報告期間） 
2013 年 4 月 1 日 ～ 2015 年 3 月 31 日 
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4 温室効果ガス排出削減量 
4.1 採用した排出削減方法論の情報 

方法論番号 方法論名称 
001 ボイラーの更新 

 
 

4.2 活動量 
排出削減事業が活動量指標を採用している場合、排出削減事業計画 5 項に沿って記載。 
4.2.1 活動量・原単位 

 本事業では活動量・原単位を用いない。 
 
 

4.2.2 活動量の採用根拠 
 
 

4.3 事業の範囲（バウンダリー） 

本事業のバウンダリーは工場内のボイラー（更新前 4 台、更新後 2 台）およびその蒸気が供給

される機器である。
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5 モニタリング対象指標 

項目 定義 単位 実績値 
モニタリング方法・ 

根拠資料 
（ﾓﾆﾀﾘﾝｸﾞ方法に変更あ

る場合、）変更理由 

Ffuel,PJ 事業実施後の燃料使用量 T 2,090.1 
燃料会社からの請求書等を記

録し集計、管理する。 
 

HVfuel,PJ LPGの単位発熱量 GJ/t 50.1 デフォルト値  

εPJ 
事業実施後のボイラーのエ

ネルギー消費効率 
％ 90.7 

カタログ値より算定 
（高位発熱量基準） 

 

εBL 
事業実施前のボイラーのエ

ネルギー消費効率 
％ 90.3 

カタログ値より算定 
（高位発熱量基準） 

 

CO2Ffuel,BL 

事業実施前の燃料（Ａ重

油）の単位発熱量あたり

の二酸化炭素排出係数 

t-CO2/GJ 0.0708 デフォルト値  

CO2Ffuel,PJ 

事業実施後の燃料（LPG）

の単位発熱量あたりの

二酸化炭素排出係数 

t-CO2/GJ 0.0601 デフォルト値  
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6 排出削減量の計算 
 

6.1 事業実施後排出量 

活動量 単位発熱量 排出係数 CO2 排出量 
  2,090.1 [t] 50.1 [GJ/t] 0.0601 [t-CO2/GJ] 6,293.3 [t-CO2] 
    
    

EMPJ 6,293.3 [t-CO2] 
 
 

PjfuelPjfuelPjfuelPj FCOHVFEM ,,, 2⋅⋅=  

 
EMPj [t-CO2] ：事業実施後排出量 
Ffuel,Pj [kL] ：事業実施後（燃料転換後）の燃料使用量 
HVfuel,Pj [GJ/kL] ：事業実施後（燃料転換後）の単位発熱量 
CO2Ffuel,Pj [t-CO2/GJ]：事業実施後（燃料転換後）の単位発熱量あたりの二酸化

炭素排出係数 
 

本事業においては、以下の値を採用する。 
Ffuel,Pj ＝ 2,090.1 [t] 
HVfuel,Pj ＝ 50.1 [GJ/t ] 
CO2Ffuel,Pj ＝ 0.0601 [t-CO2/GJ] 

 
よって、事業実施後排出量は下記の通り算出される。 

0601.01.501.090,2 ××=PjEM  

]- [3.293,6 2COt=  
 
 
 

6.2 ベースライン排出量 

活動量 単位発熱量 排出係数 CO2 排出量 
2,703.8 [kL] 38.9 [GJ/kL] 0.0708 [t-CO2/GJ] 7,446.6 [t-CO2] 

    

EMBL 7,446.6 [t-CO2] 
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ベースラインエネルギー使用量 









⋅⋅⋅=

BL
PjPjfuelPjfuelBLfuel HVFQ

ε
ε 1

,,,  

 
Qfuel,BL [MJ] ：ベースラインエネルギー使用量 
Ffuel,Pj [m3N] ：事業実施後の燃料の使用量 
HVfuel,Pj [MJ/m3N] ：事業実施後の燃料の単位発熱量 
εPj[%] ：事業実施後のボイラー効率 
εBL[%] ：事業実施前のボイラー効率 

 
本事業計画においては、以下の値を採用する。 
Ffuel,Pj ＝ 2,090.1 [t] 
HVfuel,Pj ＝ 50.1 [GJ/t] 
εPj ＝ 90.7 [%] 
εBL ＝ 90.3 [%] 
 
よって、ベースラインエネルギー使用量は下記の通り算出される。 







 ×××=

3.90
17.901.501.090,2,BLfuelQ  

][9.177,105 GJ=  

 
ベースライン排出量 

BLfuelBLfuelBL FCOQEM ,, 2⋅=  

EMBL [t-CO2] ：ベースライン排出量 
Qfuel,BL [GJ] ：ベースラインエネルギー使用量 
CO2Ffuel,BL [t-CO2/GJ] ：事業実施前の燃料（Ａ重油）の単位発熱量あたりの

二酸化炭素排出係数 
 
本事業計画においては、以下の値を採用する。 
Qfuel,BL ＝ 105,177.9 [GJ] 
CO2Ffuel,BL ＝ 0.0708 [t-CO2/GJ] 
 
よって、ベースライン排出量は下記の通り算出される。 
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0708.09.177,105 ×=BLEM  
]- [7,446.6 2COt=  

 
 Ffuel,BL = 105,177.9[GJ] ÷ 38.9[GJ/kl] 
  = 2,703.8 [kL] 
 

6.3 リーケージ排出量 

活動量 単位発熱量 排出係数 CO2 排出量 
    
    

LE 0 [t-CO2] 
本事業計画においては、ボイラのみの更新であり、削減量の 5％以上となるようなリーケ

ージ排出量は存在しない。 
 
 

6.4 温室効果ガス排出削減量 

項目 記号  
ベースライン排出量    (7.2) EMBL 7,446.6 [t-CO2] 
事業実施後排出量    (7.1) EMPJ 6,293.3 [t-CO2] 
リーケージ排出量    (7.3) LE 0 [t-CO2] 

温室効果ガス排出削減量  ER 1,153 [t-CO2] 
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7 省エネルギー量 
原油換算（kl） 

ベースライン

（①） 実績（②） 
ベースライン

－実績 
（①－②） 

2,713.6 2,701.6 12.0 

 
9  再生可能エネルギー利用量 

該当なし 
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